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シビルソサエティーの参加者は国を超えた市民社会の率先者です。

Ｌ．　デイヴィッド　ブラウンとヴァネッサ　ティマー

この書類は国を超えたシビルソサエティーの組織と国を超えた社会を学ぶネットワークを探求するものです。　始めに社会の問題点を調査し総体的かつ能力を積み重ね、効果的行動を問題の組織と機構にとるものです。　この提示の学ぶ領域は問題点の定義、方向の設定、集団の行動の実行があり、そして遂行することをモニターすることです。　国を超えたシビルソサエティーの参加者は5つの学ぶ領域を持っています。　(1)問題点を認識する、(2)主流から外れた人々の声を聞く,　(3)大切な問題点を詳述し、(4)種々の人々との架け橋を築き、(5)常に解決策をモニターし評価する。

この資料はさらに国を超えたシビルソサエティーの参加者が将来起こる問題点に寄与することが出来る状態を探求する。

イギリスの社会政策の方向性：　ボランティアとコミュニティーの共同体について民主的に協議することが必要。

スティーヴン・エルスタス

西洋の資本主義社会に対する批判は増大している、それは社会福祉の配分機能が働いていないためで、特に批判されている部分は増大する福祉を必要とする人々に対して柔軟な対応が出来ていない事、福祉の必要性の協議に担当部署間の差が有りすぎること、その結果、多くの国がイギリスも勿論、多くのボランティアと社会が福祉政策の欠陥を補っていた。　この資料はボランティアと社会の共同体が民主的に組織され担当者と必要者が共に参加されたとき機能することを示しています。　さらに参加者は審議された民主主義を基準とすることです。　また参加者は社会政策を推進する時には関係する全てのグループを取り込むことは公共性の確立に必要です。

人道援助のコーディネーションの記述例

マックス・スティーヴンソン　Jr.

この資料は人道援助の支援環境は組織間のネットワークまたは管理部門を取り込むことが最上です。　力関係等の問題点が発生した時には再調整をする。　このことはアナリスト達との会話を続けていくことが大切であることのために開発された。　どの様に人道支援を現在の状況下で援助を最上な方法で手渡すことが出来るか、　このことは組織の基本が人道支援を円滑に行うことが出来ていることが肝心です。　次に言われていることは現在おこなわれている事をもっと効果的に出来ないかを考える。　また違う方法を取った時に人道支援のコーディネーションに問題が起こる。

上記に述べたことは基本的なことで緊急事態が起こった時の人道支援組織の働きを見直すことが出来、ネットワークと戦略の基本的な考え方の理論構築をする。

非営利団体を支持するオーストラリアの民主的組織と政策管理。

ルース・フィリップス

オーストラリアは他の西洋民主主義と同じように過去に経験したことが無かった市場主義に長く政策管理されていた。　国際化の求めに感化されると同時に進歩的民主主義の中に体勢を占める保守的な考え方と市場主義の新進歩主義運動、この状況の中で非営利支持団体(NPAOS)に対する非難と政府からの援助の低下、そして組織が真実なものかとの問い、　この資料はそれに対する聞く事、見ること、そしてNPAOSへの批判に対するもので、現在おかれている立場とオーストラリアの民主主義の役割。　この討議は大切な考え方の再評価と進歩民主主義の理論から来ている。　現在のオーストラリアの状況の概観、それはNPAOSの運営、特にオーストラリアの政策管理に参加すること。　大切なことはNPAOSは実行と開放された民主主義が非常に大切で、それはNPAOSが必要であり、現在のオーストラリア政府の方向性はNPAOSの必要性を無視している。　民主主義が正しく運営されているかを考えるべきで、この民主主義が２１世紀の必要性に即しているかです。

